
気
候
変
動
問
題
で 

人
類
に
残
さ
れ
た
時
間
は
ご
く
わ
ず
か

　

科
学
界
の
見
立
て
に
よ
れ
ば
、
気
候
変
動
問
題
に

取
り
組
む
う
え
で
人
類
に
残
さ
れ
た
時
間
は
ご
く
わ

ず
か
で
あ
る
。
目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
途
方
も
な

い
課
題
に
、
多
く
の
人
々
は
絶
望
感
に
包
ま
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革

命
以
前
に
比
べ
て
１
・
５
℃
以
内
に
抑
え
込
み
、
気

候
変
動
に
よ
る
最
悪
の
影
響
に
歯
止
め
を
か
け
る
と

い
う
、
一
見
実
現
不
可
能
な
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
た

め
に
、
私
達
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
生
活
様
式
を

変
革
し
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
興
味

深
い
こ
と
に
、
こ
の
危
機
に
対
す
る
技
術
的
な
解
決

国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）事
務
局
長

ラ
フ
ァエ
ル
・
マ
リ
ア
ー
ノ
・
グ
ロッ
シ
ー

策
は
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
だ
し
、
解
決
の

選
択
肢
を
検
討
す
る
際
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
有
望
な
技

術
を
考
慮
の
う
ち
に
入
れ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
ま
し
て
や
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
理
由
か
ら

選
択
肢
を
排
除
す
る
な
ど
、
も
っ
て
の
外
で
あ
る
。　

　

そ
こ
で
、
視
野
に
入
っ
て
く
る
の
が
原
子
力
だ
。

筆
者
は
、
原
子
力
を
問
題
解
決
の
一
端
を
担
う
選
択

肢
と
し
て
真
剣
に
考
慮
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
２

０
１
９
年
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
）な
ど
で
、
世

界
の
リ
ー
ダ
ー
ら
と
言
葉
を
交
わ
す
た
び
に
、
筆
者

は
こ
の
単
純
な
事
実
を
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
原

子
力
発
電
は
、
運
転
中
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す

る
こ
と
が
な
い
。
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
排
出
量

で
見
て
も
、
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
変
動
性
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
下
回
る
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、

同
水
準
に
あ
る
。
原
子
力
が
生
み
出
し
て
い
る
電
気

は
世
界
の
総
発
電
量
の
お
よ
そ
10
％
だ
が
、
低
炭
素

電
源
に
よ
る
発
電
量
全
体
の
ほ
ぼ
３
分
の
１
に
相
当

す
る
。
複
数
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
大
国
を
含
む
一

部
の
先
進
工
業
国
で
は
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
果

た
す
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く
、
低
炭
素
電
源
に
よ
る

発
電
量
の
実
に
半
分
を
占
め
て
い
る
。

原
子
力
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
お
い
て 

重
要
な
役
割
を
担
う

　

化
石
燃
料
利
用
に
伴
う
排
出
量
が
多
い
た
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
全
体
の

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

原
子
力
の
役
割
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特集 。新成長戦略

３
分
の
２
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
気
候
変
動

対
策
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

ほ
ぼ
全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
温
室
効
果
ガ
ス
フ

リ
ー
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）は
、
原
子
力
は
こ
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
あ
た
り
重
要
な
役
割

を
担
う
。
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
こ
の
気
候
変
動
に

関
す
る
世
界
屈
指
の
科
学
研
究
組
織
は
、「
今
後
30

年
間
の
う
ち
に
５
０
０
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
の
原
子
力
発
電

設
備
を
新
設
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
予
測
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

そ
の
根
拠
を
吟
味
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
驚
く
に
当
た
ら
な
い
。
原
子
力
は
、
水
力
と

並
び
、
全
国
的
な
規
模
で
発
電
を
迅
速
に
脱
炭
素
化

す
る
能
力
を
示
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、

他
に
匹
敵
す
る
も
の
は
依
然
と
し
て
存
在
し
な
い
。

言
い
方
を
換
え
る
と
、
発
電
に
関
し
て
、
一
部
の

国
々
は
既
に
原
子
力
利
用
に
支
え
ら
れ
て
パ
リ
協
定

の
目
標
水
準
を
達
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン

ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
原
子
力
と
水
力
を
組
み
合

わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
発
電
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
、
パ
リ
協
定
と
整
合
す
る
50g/kW

h

前
後

も
し
く
は
そ
れ
以
下
に
抑
え
て
い
る
。
他
の
主
要
国

で
も
、
原
子
力
は
重
要
な
緩
和
策
に
な
っ
て
い
る
。

米
国
で
は
、
総
発
電
量
に
占
め
る
原
子
力
の
割
合
は

20
％
だ
が
、
ク
リ
ー
ン
電
力（
非
化
石
燃
料
に
よ
る

電
力
）全
体
で
は
半
分
以
上
を
原
子
力
が
占
め
て
い

る
。ま
た
、カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、石
炭
の

ネ
ル
ギ
ー
集
約
度
の
高
い
工
業
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、

化
石
燃
料
を
代
替
す
る
熱
源
と
し
て
も
利
用
出
来
る
。

　

一
部
の
国
々
で
は
、
依
然
と
し
て
経
済
性
が
原
子

力
の
さ
ら
な
る
普
及
に
対
す
る
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
継
続
的
な
建
設
と
設
計
標

準
化
を
通
じ
た
知
見
の
蓄
積
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
、
原
子
力
施
設
の
建
設
・
導
入
コ
ス
ト
は
低

減
す
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
世
界
の
国
々
が
、
強
化
型

の
安
全
装
備
や
事
故
耐
性
燃
料
を
採
用
し
た
先
進
の

小
型
・
大
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
核
廃
棄
物
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
層
処
分

場
の
建
設
に
よ
る
対
応
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
第
１

号
と
な
る
施
設
の
運
用
が
２
０
２
０
年
代
中
に
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
始
ま
る
。
ま
た
、
高
速
炉
と
燃
料
多
重

リ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
に
よ
っ
て
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
完

結
さ
せ
る
こ
と
で
、
廃
棄
物
の
量
と
毒
性
を
さ
ら
に

低
減
出
来
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
長
期
的
な
持
続
可
能
性
は
大
幅
に
高
ま
る
だ
ろ
う
。

　

多
く
の
国
々
が
、
原
子
力
発
電
は
自
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
将
来
の
一
翼
を
担
う
と
見
て
い
る
。
ア
ラ
ブ

首
長
国
連
邦
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
先
ご
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
初
の
原
子
力
発
電
所
が
稼
働
を
開
始
し
た
。
ほ
か

に
も
30
カ
国
ほ
ど
が
本
腰
を
入
れ
て
原
子
力
発
電
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。
世
界
が
喫
緊
の
課
題
へ
の
対

応
に
腐
心
す
る
中
、
技
術
的
な
解
決
策
が
す
ぐ
手
の

届
く
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
と
い
う
事
実
に
目
を
向
け

よ
う
で
は
な
い
か
。
原
子
力
は
そ
の
中
で
も
重
要
な

解
決
策
で
あ
る
。

段
階
的
廃
止
の
促
進
に
原
子
力
が
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
開
発
途
上
国
で
は
約
８
億
人
が
電
力
を
利

用
出
来
な
い
状
態
に
あ
る
事
実
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
国
々
で
は
、
化
石
燃
料
に
留
ま
ら
な

い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
貧
困
に
終
止
符
を
打
つ
具
体
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
国
々
で
は
、
太
陽
光
や

風
力
が
新
た
な
ク
リ
ー
ン
電
力
供
給
の
た
め
の
重
要

な
電
源
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
電
源
は
24
時

間
常
に
利
用
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
。
当
面
、
こ
う

し
た
変
動
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
や
送
配
電
網
の
安
定
化
の
た
め
、
化
石
燃
料

に
引
き
続
き
頼
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ

る
電
源
の
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
る
ば
か
り

か
、
柔
軟
性
と
信
頼
性
を
兼
ね
備
え
た
低
炭
素
電
源

の
必
要
性
を
一
層
際
立
た
せ
る
も
の
だ
。

原
子
力
施
設
の 

建
設
・
導
入
コ
ス
ト
は 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
低
減
す
る

　

原
子
力
が
生
み
出
す
の
は
電
力
だ
け
で
は
な
い
。

有
害
物
質
を
排
出
せ
ず
に
、
常
時
水
素
製
造
を
行
う

た
め
に
も
役
立
つ
。
日
本
を
含
め
、
原
子
力
事
業
者

は
、
発
電
や
輸
送
燃
料
向
け
に
、
電
気
分
解
法
に
よ

る
水
素
製
造
の
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
乗
り
出
し
て

い
る
。
現
在
開
発
中
の
新
型
炉
で
は
、
高
温
水
蒸
気

電
解
法
や
熱
化
学
法
に
よ
り
、
さ
ら
に
競
争
力
の
あ

る
効
率
的
な
水
素
製
造
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
原

子
力
は
、
化
学
、
鉄
鋼
、
肥
料
の
生
産
と
い
っ
た
エ
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